
土
地
台
犠
よ
り
見
た
る
土
地
所
有
む
縮
分
化
と
均
等
分
留
斡

マ
イ
ン
ツ
近
鶏
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
を
到
と
し
て

フミ

j設

三'r
-r 

I 

は
じ
め
に

筆
者
は
一
九
七
八
年
五
月
か
ら
十
月
に
か
け
、
ア
ン
ポ
ル
ト
酎
則
自
の
奨
学
研

究
員
'
と
し
て
マ
イ
ン
ツ
大
学
に
て
在
外
研
究
民
従
事
す
る
機
会
を
号
、
そ
の
民

一
八
一
八
年
の
土
地
台
娠
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
だ
。
研
究
対
象
地
域
の
選

択
に
は
、
マ
イ
ン
ジ
士
山
立
古
文
書
館
々
長
ア
ア
ル
ク
薄
士
の
御
勃
言
を
得
た
が

資
料

K
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
カ
タ
ロ
グ
!
?
併
が
作
ら
れ
た
ば
か
り
で
、
研
究
。

進
ん
で
い
な
い
マ
イ
ン
ツ
近
郊
の
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
(
ラ
イ
ン
河
の
右
埠
に
あ
る
)

を
選
ん
だ
。
地
籍
図
は
残
念
左
が
ら
市
立
古
文
書
館

K
は
な
〈
、
土
地
台
一
時
の

内
容
を
地
図
化
で
き
左
か
っ
た
ο
以
下
は
一
八
一
八
年
当
尋
む
所
有
。
縮
分
化

の
箸
る
し
さ
と
、
均
等
分
訟
を
予
想
さ
せ
る
記
述
内
容
に
演
し
、
土
地
台
様
、

他
の
資
料
よ
り
若
干
の
分
析
と
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
フ
三

「
研
究
資
料
と
し
て
の
土
地
台
様
。
吟
味
に
演
し
六
一
也
既
に
述
べ
た
こ
と
が
ふ
J

る
か
、
筆
者
は
ア
ル
ザ
ス
の
村
落
に
潰
す
る
諸
研
究
¥
伊
豆
日
浜
に
か
け
る
エ

(
3」一

地
所
有
の
移
動
、
等
々
で
土
地
台
娠
を
利
沼
し
た
研
究
。
戎
莱
を
発
表
し
て
き

た
。
本
稿
は
土
地
台
帳
花
よ
る
一
連
の
研
究
。
一
浸
を
な
し
て
い
る
G

さ
て
、
土
地
台
犠
そ
の
も
の
を
利
弔
し
た
研
究
と
し
て
は
、
ダ
ー
ビ
ー
に
よ

F
4
)
 

る
ド
ム
ズ
デ
イ
・
ブ
ッ
ク
の
研
究
が
最
も
知
ら
れ
て
仰
る
が
、

v
s
f
ア
の
霊
史

地
理
学

k
h
v
い
て
も
こ
れ
ま
で
広
範
友
利
用
を
見
て
き
た
。
北
西
ド
イ
ジ
農
村

の
実
態
調
査
を
行
な
っ
た
浮
田
典
良
は
次
の
よ
う

K
述
べ
て
い
る
c

「
こ
れ
ま

で
の
ド
イ
ツ
の
地
理
学
者
に
よ
る
研
究
は
、
そ
の
研
究
の
具
体
的
な
進
め
か
た

か
ら
み
る
と
、
ま
ず
一
九
世
紀
初
期
の
、
日
夜
中
内
一
の
地
籍
盟
会
よ
び
土
地
ム
口
銭
Jζ

利
用
し
て
、
当
時
の
状
惑
を
能
う
唆

19
完
全
氏
復
元
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
手
が

か
り
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
古
い
状
態
を
推
定
し
て
い
き
、
そ
の
起
源

C
3
i

。
由
主
ι
採
っ
て
い
こ
う
と
い
う
方
法
が
多
凶
い
よ
う
に
患
わ
れ
る
一
。
た
だ
己

一
九
世
紀
初
期
の
土
地
台
壌
を
も
っ
て
最
古
の
土
地
台
援
と
見
倣
す
の
は
難
三

が
あ
る
よ
う
で
あ
J

り
、
筆
者
の
調
査
し
た
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム

f-
つ
い
て
は
一
七

C
一

手
の
土
地
台
帳
が
存
在
し
て
い
る
o

ま
え
、
水
淳
一
拐
の
論
議
し
え
マ
ツ
ジ
マ
ノ

ト

ο事
例
研
究
で
辻
、
一
五
八
九
年
。
土
地
合
授
(
宗
本
は
失
わ
れ
た
が
、
子

(
ρ
h
v
)
 

書
き
の
コ
ピ
ー
が
浅
る
と
い
う
)
を
も
利
沼
し
て
の
ヲ
心
か
ら
で
あ
二
位
G

十
山
l

稿
は
調
査
の
時
間
的
制
約
と
地
籍
図
を
利
弔
で
き
を
か
ヲ
た
と
い
う
制
め

も
あ
プ
h
y
、
ド
イ
ジ
歴
史
地
理
学
本
来
の
伝
統
的
手
法
で
あ
る
、
農
地
の
発
生
的

研
究
の
立
場
は
取
り
え
左
か
ヲ
た
心
土
地
台
授
の
分
析
に
明
却
す
る
手
績
は
ア
ん

ザ
ス
で
の
諸
研
究
と
同
じ
く
、
土
地
所
有
者
ご
と
だ
カ

!
r
を
作
成
し
、
牙
一
一
冗

筆
数
と
所
有
高
誼
決
心
合
計
を
求
め
が
一
後
、
一
筆
あ
た
り
の
面
積
平
均
を
計
算
、
¥

そ
れ
ら
を
廿
惑
に
今
回
投
銭
J

に
土
地
所
有
の
細
川
分
化
と
均
等
分
割
に
つ
い
て
考
一
一
八
円

11 

j
u
h
r
~

。

?
と
し
て
選
ん
だ
キ
〆
ス
ハ
イ
ム
に
つ
一
U

て
若
干
の
説
明
を
四

え
て
な
き
た
円
。
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
に
顎
列
す
る
名
前
い
か
文
書
に
最
初
に
現
わ
れ
三
叫

で
、
ギ
ン
メ

/
λ

ハ
イ
ム
と
あ
夕
、
そ

σ絡
は
い
く
つ
か

次
げ
札

。
寸
品
一

一
九
へ

わ
し
夕
、
一
三
三
二
年
グ
イ
ラ
・
キ
ン
ス
ハ

f
ム
と
呼
ぽ
れ
る
よ
う
に
な
f
J

今
[
川
口
会
7

J

ン
ツ
市
に
還
し
、
ギ
〆
ス
ハ
イ
ム
と
呼
ば
れ
る
o

プ
ヨ
テ
ス

タ
ン
ト
教
徒
か
ら
成
る
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
の
人
口
は
一
六
九
四
年
に
一
四
七
へ

一
八
二
九
年
記
七
六
三
人
で
あ
夕
、
一
九
世
紀
中
頃
ま
で
農
業
人
口
が
ほ
と
ん



(

8

)

 

ど
を
占
め
、
若
干
の
漁
業
人
口
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
か
ら
始

ま
る
ラ
イ
ン
・
マ
イ
ン
工
業
地
域
の
発
展
と
と
も
に
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
、

(

9

)

 

一
九
六

O
年
に
人
口
六

O
二

O
人
と
な
っ
た
c

ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
の
土
地
所
有
の

(

日

)

歴
史
的
変
遷

K
関
し
て
は
、
「
ヘ
ッ
セ
ン
の
地
名
」
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
の

で
、
い
く
つ
か
抜
き
出
し
て
み
た
い
。

一
三
一
二
年
に
マ
イ
ン
ツ
市
民
、
ル
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ル
バ
|
ベ
ル
ク

は
フ
イ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
ミ
ユ
ン
ア
エ
ン
ベ
ル
ク
よ
り
購
入
し
た
放
牧
地

宅
己
乱
。
を
向
ζ

う
十
年
間
放
置
し
て
荒
地
化
し
な
い
と
と
を
認
め
v
q
v

一
四
八
九
年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
民
ア

i
ノ
ル
ド
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ル
ツ
ハ
ウ

ゼ
ン
は
フ
ォ
ル
ケ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
か
ら
購
入
し
た
屋
敷
の
半
分
を
所
有
す
る
も

の
と
す
る
。

一
四
九
七
年
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ン
ベ
ル
ク
と
そ
の
委
デ
ィ

i
ト
リ
ッ
ヒ

は
死
亡
し
た
デ
ィ

l
タ
l

・
ホ
!
エ
ン
ベ
ル
ク
の
自
由
保
有
『
『
⑦
岡
市
-
拘
⑦
コ
昂

と
在
っ
た
塵
敷
を
パ
ル
タ

1

・
フ
ォ
ン
・
モ
ル
ス
ペ
ル
ク

K
七

O
白
フ
口

l
リ

ン
で
売
却
す
る
o

一
五
五
四
年
マ
イ
ン
ク
の
聖
霊
施
療
院
は
三
一

O
エ
ー
カ
ー
を
有
す
る
農
場

と
牧
車
地

g
J
。
由
。
ロ
を
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
イ
ゼ
ン
ブ
ル
ク
け
ピ
ユ

ー
デ
ィ
ン
グ
ン

K
一
八
六
三
ア
ロ
!
リ
ン
で
売
却
す
る
。

一
七

O
三
年
マ
イ
ン
ジ
の
ド

i
ム
財
団
は
ラ
イ
ッ
セ
ン
ベ
ル
ク
の
財
産
を

二
五

O
O
フ
ロ

l
リ
ン
で
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
村
に
売
却
す
る
。

一
七
七

O
年
の
土
地
所
有
者
は
サ
ン
ト
・
ア
ル
パ
ン
財
団
、
教
会
、
施
療
院
、

市
参
事
会
員
ヘ
ッ
ク
マ
ン
テ
ル
・
フ
ォ
ン
・
キ
ン
ニ
ン
グ
ン
夫
人
な
ど
で
あ
る
。

以
上
の
例

K
み
る
如
〈
、
マ
イ
ン
ッ
・
フ
ラ
ン
ク
ア
ル
ト
の
市
民
や
施
療
院
・

宗
教
財
団
と
い
っ
た
都
市
的
左
も
の
が
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
と
い
う
農
村

K
土
地
を

所
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
都
市
と
農
村
と
の
結
び
つ
き
が
早
〈
か
ら
存
在
し
て

い
た
ζ

と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

次
に
、
一
八
一
八
年
当
時
の
土
地
所
有
構
造
の
分
析
に
移
り
た
い
o

E

一
八
一
八
年
に
お
け
る
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
の
土
地
所
有
構
造

土
地
台
帳
は
グ
グ
ア
ン
ど
と
に
記
載
さ
れ
て
な
り
、
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
の
グ
グ

ア
ン
名
は

C
σ
2
2
-
F
H
V
2
-
3
2
z・
↓

E
H
Z
E
-
国

:
1
1
ι

の
四
つ
で
あ
る

o

ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
の
農
地
は
二
五
六
三
モ
ル
グ
ン
余
り
(
約

六
四
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
で
、
耕
地
が
二
三
二

O
モ
ル
グ
ン
余
り
と
牧
草
地

当
芯
回
冊
目
が
二
四
三
モ
ル
グ
ン
余
り
の
両
者
か
ら
成
っ
て
い
る
o

ま
ず
、
土
地
所
有
に
関
し
て
は
、
領
主
の
土
地
所
有
面
積
が
最
も
大
き
く
、

一
O
七
六
モ
ル
グ
ン
(
約
二
七
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
で
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
全
体
の

四
二
%
を
も
占
め
る
。
所
有
地
筆
三
二
三
筆
(
全
体
の
一
一
%
)
の
う
ち
、
園

、nq/卸
J

地
ー
が
六

O
ケ
所
(
一
二
九
筆
)
も
あ
る
。
ま
た
、
一
筆
る
た
わ
ノ
の
面
積
も
共

有
地

K
次
い
で
大
き
い
o
後
述
す
る
均
等
分
割
の
影
響
は
領
主
所
有
の
農
地
に

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
分
割
し
た
と
思
わ
れ
る
地
筆
は
わ
ず
か
六
筆
の
み
で

あ
る
o
共
有
地
は
二
四

O
モ
ル
グ
ン
(
約
六

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
と
次

K
大
き
い

が
、
団
地
は
四
ケ
所
(
一

O
筆
)
、
分
割
も
七
ケ
所
と
少
J

な
い
。
面
積
の
割
に

筆
数
が
少
な
い
た
め
か
、
一
筆
あ
た
り
の
直
積
は
最
大
で
あ
る
o

と
こ
で
領
主

所
有
地
と
共
有
地
の
面
積
を
合
計
す
る
と
、
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
全
体
の
過
半
を
超

え
、
教
会
所
有
地
・
牧
師
の
所
有
地
を
除
い
た
残
り
を
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
、
他
の

居
住
者
が
所
有
し
て
い
る
ζ

と

K
念
る
o

前
述
し
た
如
く
領
主
の
所
有
地
が
大
き
い
た
め
、
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
居
住
者
の

所
有
地
は
小
さ
く
な
り
、
四

O
モ
ル
グ
ン
以
上
(
約
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
を
大

土
地
所
有
者
と
し
て
も
四
人
し
か
い
左
い
。
以
下
、
二

0
1四
O
モ
ル
グ
ン

一 12-



(五

1
一
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

を
中
規
模
所
有
者
と
す
る
と
十
二
人
、
五

i
二

O

モ
ル
グ
ン
(
一
・
二
五

i
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
の
小
所
有
者
は
三
十
二
人
と
左
る
o

し
か
る
に
、
五
モ
ル
グ
ン
以
下
の
零
細
所
有
者
は
百
十
五
人
も
h
g
h
ノ
、
ギ
ン
ス

ハ
イ
ム
全
体
の
七
割
も
占
め
て
い
る
o

こ
れ
ら
の
土
地
所
有
者
は
ほ
ぼ
ギ
ン
ス

ハ
イ
ム
の
居
住
者
で
あ
る
が
、
し
ん
1

モ
ル

グ
ン
(
六
ア
ー
ル
)
に
も
達
し
な
い
零
細

所
有
者
の
中

K
は
、
他
の
村
で
あ
る
パ
ウ

シ
ユ
ハ
イ
ム
の
者
、
九
人
が
一
筆
か
二
筆

所
有
し
て
い
る
の
も
際
立
っ
て
い
る
。

次
に
、
土
地
所
有
階
層
別
に
村
落
内
の

土
地
所
有
配
分
を
み
る

K
、
大
土
地
所
有

で
二
二
・
八
%
、

土地所有階層別の土地所有配分(1818年)

注)1モノレグン以下は省略した。

表 1

所有屈積 |所有地筆

2 72 M 1 V 3 3 (22.8%) I 3 7 5 (1 5.1 %) 
3 1 9 0 1 2 (2 6.7 ) I 6 4 6 (2 6.0 ) 
4 2 2 4 5 (3 5.3 ) I 98 1 (3 9.6 ) 
182 0 5 5 (1 5.2 ) I 4 79 (1 9.3 ) 
1，1 95 M 2 V 4 5 (1 00恥 I2，4 8 1 (1 00% ) 

注)Mはそルゲ/(約 0.25ha ) 
VはViertelの略で 1/4モノレゲy

)

)

)

;
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4
若

者

者

者

一

一心月

ι同

一

毛

市

工

t

一一
ij
ノ
ノ
一
三
本
何
一
一
一
言
局

所

所

4

1

一

地
模
ず
封
印
一

土

規

j
I

純
一
合

大

中

小

零

者
は
四
人
(
二
一
五
%
)

中
規
模
所
有
者
は
十
二
人
(
七
・
四
%
)

で
二
六
・
七
%
を
占
め
る
。
一
方
、
零
細

所
有
者
は
百
十
五
人
(
七

0
・
五
%
)
を

数
え
る
の
に
対
し
、
全
部
を
あ
わ
せ
て
も

わ
ず
か
一
五
・
二
%
の
土
地
を
所
有
し
て

(表
1

)

0

し
た
が
っ

い
る
に
す
ぎ
な
い

て、

一
人
あ
た
り
の
土
地
所
有
平
均
を
み

て
も
、
大
土
地
所
有
者
が
六
八
モ
ル
グ
ン
、

中
土
地
所
有
者
が
二
六
・
五
モ
ル
ゲ
ン
、

小
土
地
所
有
者
が
十
三
モ
ル
グ
ン
で
あ
る

の
に
対
し
、
零
細
所
有
者
は
一

グ
ン
で
あ
る
。

五
モ
ル

130 

120 

所 110

有

筆 100

2攻

90 

80 

• ••• 
• • •• • • • 

・

70 

60 

50 

l 所'i¥;iii禍

80 120モルゲン

注)1モノレグン以下は省略した

40 

20L.品川;dhiti・1

図 1 所有面積と所有筆数との相関(1 8 1 8年)

30 

20 

所
有
筆
数
に

関
し
て
は
当
然

の
ζ

と
左
が
ら

所
有
規
模
の
大

き
い
程
筆
数
は

大
で
あ
h
y
、
最

口
同
一
三
六
筆
を

数
え
る
(
国

1
1

次
に
図

2
よ
り

一
筆
あ
た
り
の

面
積
と
土
地
所

有
面
積
と
の
相

関
を
み
る
と
、

-13 

所
有
規
模
の
大

き
い
程
、

一

筆

あ
た
り
の
面
積

平
均
は
大
き
い
。

し
か
し
、
所
有

規
模
一

O
モ
ル

グ
ン
以
下
と
な

る
と
、
ば
ら
つ

がき
、が

多

左
る

一
筆
あ
た

り
の
面
積
は
む



• .• • • • • • • • • .• 
・

IMIV 

1M 

・ー・ .・ . 2" ・"，・.・I .. 吋 ・・ ，1 ー-
u・ ・ 一一・ー・ ・・-y- .， ..... ~_. ・ー '，' ・
1ト・・.. ・ ・

3V 

所有面繍

120毛ルグン80 '0 2・10 

0 

1 

注)1モルグン以下は省略した

し
ろ
漸
増
す
る
傾
向

K
あ
る
。
と
れ
は
零

細
所
有
者
の
所
有
隻
数
が
少
念
〈
念
夕
、

そ
の
結
果
一
一
筆
あ
た
り
の
面
積
平
均
を
押

し
上
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
口
大
農
を
除

き
、
中
・
小
農
の
土
地
所
有
は
零
細
左
面

積
の
地
筆
を
多
数
所
有
す
る
と
と
か
ら
成

立
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

前
述
し
た
如
く
、
零
細
な
土
地
所
有
者

が
多
い
の
も
均
等
分
割
で
わ
ず
か
念
地
片

を
手

K
入
れ
た
者
や
、
息
子
・
娘
の
名
義

κか
え
た
り
、
あ
る
い
は
妻
の
名
義

K
か

え
た
た
め
の
よ
う

K
思
わ
れ
る
。
土
地
所

有
者
名
を
ひ
ろ
っ
た
中
で
、
夫
妻
と
判
断

さ
れ
た
も
の
を
次

κあ
げ
る
(
表
2

)

O

一筆あたbの面積と所有面積との相関(1 8 1 8年)

と
の
う
ち
、

ア
ダ
ム
・
シ
ユ
タ
イ
ン
ハ
イ

マ

l
家
は
夫
妻
の
所
有
地
を
あ
わ
せ
る
と
、

八
七
モ
ル
グ
ン
の
土
地
所
有
に
な
る
。
ま

た、

ア
ダ
ム
・
シ
ョ
ー
ル
は
一
二
・
五
モ

ル
グ
ン
を
所
有
し
、
そ
の
息
子
は
二
・
五

モ
ル
グ
ン
所
有
し
て
い
る
の
で
、
両
者
を

あ
わ
せ
る
と
二
四
モ
ル
グ
ン

K
在
る
。

ζ

れ
ら
の
例
に
み
る
如
く
、
妻
・
子
供
名
義

の
土
地
は
わ
ず
か
で
あ
る
口

図2

土
地
台
帳
か
ら
土
地
所
有
者
ど
と
に
所

夫妻の土地所有例(1818年)表 2アダム・シュナイダーの土地所有

( 1818年)

表3

73MIV81 

13 2 56 

87MOV37 

7~'ム・シュタインハイマー

/1 の妻

15M2V53 

2 77 
17MIV30 

，、インリッヒ・キ Jレシュナ-
w の妻

1 V 56 (J) 

1 M 1 18 

03 

92 

47 

〔 386
1 M 0 82 

35② 

27② 

2V 17 W 
2 17⑪ 

17⑥ 

17 (J) 

8MOV56 

3 92 

9MOV48 

ジャコ 7 ・;j{ノレプ
H の妻

有
面
積
を
カ

l
ド
化
す
る
際
気
の
付

い
た
点
で
あ
る
が
、
零
期
左
所
有
面

積
の
箇
所
で
は
同
じ
地
筆
の
分
筆
番

号
の
続
く
ζ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ニ

つ
続
い
た
り
三
つ
、
時
に
は
一

O
近

く
も
同
面
積
の
地
筆
が
続
く
。
そ
ζ

で
土
地
所
有
者
名
に
注
意
す
る
と
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ー
ム
は
変
わ
っ
て

も
名
字
の
方
は
同
じ
者
が
記
載
さ
れ

て
い
る
と
と
も
あ
る
o

し
か
し
、
女

性
の
場
合
は
結
婚
後
改
姓
し
て
し
ま

う
の
で
確
か
め
に
く
い
点
が
あ
る
。
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((は団地を表わす。丸印の中に数字の書いてある地
筆は丹筆の箇所と分筆数を表わLている。
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さ
ら
に
地
籍
図
の
上
で
確
か
め
れ
ば
、
分
割
の
様
相
も
よ
り
は
っ
き
り
し
た
で

あ
ろ
う
が
、
ー
で
述
べ
た
よ
う

K
地
籍
図
を
利
用
で
き
念
か
っ
た
o

そ
れ
ゆ
え
、

(

一

確
か
左
ζ

と

は

言

え

左

い

が

、

・

二

五

ヘ

ク

タ

ー

ル

)

以

下

の
零
細
所
有
者
が
圧
倒
的
に
多
い
点
を
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
土
地
台
帳
作
成

以
前
に
ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
で
均
等
分
割
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
は
左
い
か
と
推

測
さ
ぜ
る
手
が
か
り
を
与
え
て
い
よ
う
。

ζ

と
で
は
一
例
と
し
て
、
大
土
地
所

有
者
の
一
人
、
ア
ダ
ム
・
シ
ユ
ナ
イ
ダ
ー
の
所
有
地
筆
を
挙
げ
よ
う
(
表
3
)。

面
積
の
後
の
丸
印
の
中

κ、
数
字
の
書
い
て
あ
る
箇
所
が
均
等
分
裂
を
予
想
さ

せ
る
が
、
か
な
り
あ
る
o

数
値
は
同
面
積
が
い
く
つ
続
い
て
現
わ
れ
た
か
を
示

し
て
い
る
。
土
地
所
有
階
層
で
み
た
よ
う
に
、
五
モ
ル
ゲ
ン
以
下
の
零
細
所
有

者
が
圧
倒
的

K
多
い
の
は
、
均
等
分
割
制
で
等
分
の
面
積
の
耕
地
を
得
て
も
、

全
て
の
所
有
地
筆
を
分
け
た
の
で
は
左
か
っ
た
か
と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

結
び
に
か
え
て

五
モ
ル
グ
ン

直

今
回
は
一
八
一
八
年
の
土
地
台
帳
の
分
析
の
み
に
終
っ
た
が
、

諸
研
究
で
経
験
し
た
よ
う
左
十
七
世
紀
・
十
八
世
紀

K
作
成
さ
れ
た
古
い
土
地

台
帳
そ
の
も
の
の
分
析
上
の
問
題
点
は
、
ま
ず
記
述
内
容
を
読
解
す
る
の
が
困

難
左
う
え
、
内
容
を
資
料
化
す
る
の

K
ぼ
う
大
友
時
間
と
労
力
を
費
や
す
ζ

と

で
あ
る
。
し
か
し
左
が
ら
、
得
ら
れ
る
結
果
は
そ
れ
と
反
比
例
し
て
ど
く
わ
ず

か
で
あ
り
、
予
想
通
h
ノ
K
は
必
ず
し
も
い
か
ぬ
冒
険
を
も
伴
っ
て
い
る
o

い
わ

ば
土
地
台
帳
は
労
多
く
し
て
功
少
左
い
研
究
資
料
の
一
つ
で
あ
る
以
上
、
地
理

学
で
一
部
の
利
用
を
除
い
て
、
名
寄
帳
ほ
ど
に
は
数
量
的
左
分
析
が
と
れ
ま
で

進
ん
で
き
て
い
左
い
の
も
、
け
だ
し
当
然
で
あ
ろ
う
o

最
近
の
人
文
地
理
学
の

研
究
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
も
使
用
し
、
と
も
す
れ
ば
多
量
生
産
を
目
的
と
す

る
機
械
織
の
傾
向
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
す
れ
ば
、
歴
史
地
理
学
の
研
究
手
法

ア
ル
ザ
ス
の

は
足
踏
み
機
械
で
細
々
と
生
産
し
て
い
る
よ
う
左
も
の
で
は
左
か
ろ
う
か
。
発

表
さ
れ
た
量
一
だ
け
を
比
較
す
れ
ば
、
前
者
の
優
位
性
は
圧
倒
的
で
あ
る
o

し
か

し
な
が
ら
、
後
者
に
は
著
者
に
よ
る
手
，
つ
く
り
の
息
づ
か
い
が
土
的
ノ
伝
わ
っ
て

来
よ
う
o

と
も
あ
れ
、
土
地
台
帳
に
興
味
を
も
ち
一
、
研
究
に
利
用
し
て
き
た
筆

者
と
し
て
は
今
後
、
研
究
資
料
と
し
て
の
土
地
台
帳
に
関
し
、
英
・
仏
・
独
・

日
・
他
の
デ
ー
タ
を
集
め
、
研
究
資
料
吟
味
の
上
か
ら
も
比
較
検
討
を
試
み
た

い
と
考
え
る
o

と
い
う
の
も
、
ダ

l

ピ
イ
が
ド
ム
ズ
デ
ィ
・
ブ
ッ
ク
の
分
析
を

通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

土
地
台
帳
は
無
数
の
研
究
資
料
を
内
蔵
す
る

宝
庫
の
一
つ
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

(
神
戸
大
学
教
養
部
)

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
で
の
在
外
研
究
を
可
能
に
し
て
頂
い
た
ア
ン
ボ
ル

ト
財
団
、
走
ら
び

K
出
張
を
な
認
め
頂
い
た
神
戸
大
学
教
養
部
の
諸
先
生

方
、
特

K
上
司
の
田
中
真
吾
教
授
に
対
し
、
深
〈
感
謝
致
す
次
第
で
す
。
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拙
著
『
ア
ル
ザ
ス
農
村
の
歴
史
地
理
学
研
究
』
大
明
堂

一
九
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(
2
)
 
二
回
l

二
六
頁
。

拙
稿
「
ア
ル
ザ
ス
の
若
干
の
村
落
に
な
け
る
土
地
所
有
の
社
会
的
配

分
(
一
六
六

O
l
一
九
五
三
)
」
地
理
学
評
論
四
五

i
八
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九

七
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五
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l
五
七
五
頁
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拙
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ア
ル
ザ
ス
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村
落
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な
け
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農
業

経
営
の
規
模
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形
態
(
一
六
六

O
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一
九
四
二
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地
理
学
評
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四

七
l
七

一

九

七

四

四
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四
三
六
頁
。
拙
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藤
枝
市
の
農
村

部

k
h
F
け
る
都
市
市
民
の
土
地
所
有

l

ア
ル
ザ
ス
の
事
例
と
の
比
較

四
二

l
四
七
頁
o

兵
産
地
理
一
八

一
九
七
四

(
3
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拙
稿
「
白
浜
原
田
地
区
に
な
け
る
土
地
所
有
の
移
動
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東
教
大
人



文
地
理
学
研
究
室
地
理
学
調
査
報
告
二
一
九
七
二
三
三

l
三
五
頁
。

原
田

k
b
け
る
土
地
売
却
図
〈
尾
留
川
正
平
・
山
本
正
三
編
著
『
沿
岸

集
落
の
生
態
|
南
伊
豆

k
h
v
け
る
沿
岸
集
落
の
地
理
学
的
研
究

i
』

二
宮
書
庖

(
4
)
 

三
一
一
員
。

同
・
。
・

U
恒一『

σ京
市

士

γ
市
内
回
・
『

4E冊
。
。
沼
市
田
島
酔
一
可
。
冊
。
向
『

P
1
q
D同

mod-三
回
|
回
世
田
仲
何
回
岡
田

EM円
目
。
恒
阿
国
-u
『
同
島
崎
市
回
。
。

N
a
m
∞】
u・

慣

の

r
F
H
S
J
Z
U
D
g
o国
営

句

。

。

o
m
E
Z可
口

同

m
c
c
H
V
l

gh町
田

仲

宮

内

Z
E』
の
貸
出

Z
ζ
官

同

@

命

吋

品

昂

也

市

・

出
・
の

-umw『
σ可
『
吋
，

F冊
。
島
田
市
白
色
恒
一
可
の
申

cmHmwZM可
肘

世

田

TWH同
M

E
m
Z
Z』
の

自

国

吉

正

畑

町

四

回

。

ご

hoOHM-

同
悼
の
・
ロ
両

W
H
V
F
申
酔
向
日
・

2
凶
・
『
J

司}回申

U
0
8
0国
内
同
世
U

刊
の
巾

O畑
町
『
世

1
M刷
、
。
同

冨
片
品
目
白
ロ
品
回
ロ
肉
-
匝
ロ
門
田
』
の
脚

g
v『
ど
と
州
申

H
C吋
HAPCOHM-

浮
田
典
良
『
北
西
ド
イ
ツ
農
村
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
大
明
堂

一
九
七

O

三
頁
。

水
津
一
朗
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
村
落
研
究
』
地
人
書
房一

O
頁。

一
九
七
八

(
5
)
 

(
G
)
 

一
九
七
六

(
7
)
 
冨

E
H
2・
ヨ

5
1
5
『
同
市
回
目

z
m
V
2
0『
Z
5
5
2
σ
5
F
E
-

H
U曲
目
回
国
件
脚
色
件
回
。

ω
吋

司

・

M

M
日

マ
イ
ン
ツ
市
立
古
文
書
館
〈
。
〉
ア
l

H
〈

K
よ
る
。

P
Z
4『
主
門
F

国
司

5

2
色

『

E

Z

Z
ロ
何
回

1
5
ι
ヨ

ユ

曲

目

Z

T

仲
田
町
内
川
口
問
『

PHL回
目
。
向
山
@
吋
同

m
w
n
v
t
w
Z
M
Zロ
即
回
目

FOロ
ぐ

O『
OHHO

向
。
向
。
回
出

σ。
同

4
0ロ

F
F山
口

N』
匂
時
国
国
・
同
】
}
ニ
ケ
冨

nHHHN]戸市
W

命
。

HU・
HA苔

前
掲

(
7
)

(
8
)
 

(
9
)
 

〆戸、 f、
11 10 
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一
一
二
一
二
年

K
マ
イ
ン
ツ
市
民
で
あ
る
ル
ド
ル
フ
・
ジ
ル
パ

l
ベ
ル }¥ 

(ロ)

ギ
ン
ス
ハ
イ
ム
の
放
牧
地
に
何
ら
自
己
の
羊
を
持
ち
込
む
権
利

を
も
た
・
な
い
と
と
を
認
め
る
と
あ
る
。
前
掲

(
7
)

二
二
七
頁
。

団
地
と
は
地
続
き
に
在
っ
て
い
る
耕
地
の
集
団
で
あ
h
y
、
団
地
が
多

け
れ
ば
多
い
程
、
耕
地
の
分
散
は
相
対
的

K
少
な
く
左
る
。

ク
は
、
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